アツイタ コウハン オ モチイタ タレツ コウリョク ボルト マサツ セツゴウ ツギテ ノ スベリ キョドウ ニ カンスル キソテキ ケンキュウ by 彭, 雪
  
氏     名   彭 雪 
学 位 の 種 類   博士（工学） 
学 位 記 番 号   第 5961 号 
学位授与年月日   平成 25 年 9 月 26 日 
学位授与の要件   学位規則第 4 条第 1 項 
学 位 論 文 名   厚板鋼板を用いた多列高力ボルト摩擦接合継手のすべり挙動に関する基礎的
研究 
論文審査委員   主 査 教 授 山口 隆司    副主査 教 授 谷口 与史也 
          副主査 教 授 鬼頭 宏明    副主査 准教授 松村 政秀 
 
 
















 第 3章では，厚板多列継手のすべり係数低下の要因やすべり挙動の詳細を解明するための FEM解析
を行うにあたって，接合面に無機ジンクリッチペイントを塗布した実大模型実験の再現解析を行うと










































参考に，実橋に有効なボルト列数が 3 列～12 列，母板厚が 32mm～75mm，すべり／降伏耐力比βが
0.57～1.2 の範囲において，すべり係数の低下度を，継手長さ L，すべり/降伏耐力比β，板幅の影
響を考慮した無次元変位量αのべき乗の積を指標として説明できることを示している． 
 以上のように，本論文は，厚板かつ多列の高力ボルト摩擦接合継手のすべり挙動を明らかにし，設
計上重要なすべり係数について議論を行い，その定量的な評価法を示しており，これまでの定性的な
情報に基づく設計法の現状を判断すると新規性，有用性が高く，橋梁工学の発展に寄与するところが
大きい．したがって，本論文の著者は博士（工学）の学位を受ける資格を有すると認める． 
